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1 本校基準のレベル 5～7 の学習者を対象とする。今期の履修登録学生は 10 名（うち 1 名は学期中途で
履修中止）。 
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3.成果と今後の課題 
 書記コミュニケーション・ツールの活用は学習者の音声理解・表記認識に相当に有効で
あった。一方で、学習者の漢字表記の学習には、やはり手書きによる表記の指導や評価が
望ましい。オンライン上での有効なツールは指導方法の工夫が今後の課題である。また、
学期末アンケートの結果（有効回答数 7）では、学習者の満足度は概ね高かったものの、
学習方法や学習活動に関する 2項目において一部「不満足」との評価を受けた（ともに 1/7）。
オンライン授業対策として学習活動にブレイクアウトルーム機能を利用してピアワークを
取り入れたが、他方で教師の管理が行き届かないため学習の質が必ずしも担保されていな
かった可能性がある。今後、ブレイクアウトルームの利用方法やタスクの設定など学習方
法や学習活動を見直しを図りたい。 
